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全体像 
 ᧄ日はカナダの救急㘧ⴕがどのようにおこなわれているかについて、お⹤いたします。

アメリカとはやや⇣なったところもありますので、ご参⠨になれば幸いです。 

 最初にカナダ全体のヘリコプター救急のもようを᭎ⷰします。専↪ᯏによる救急㘧ⴕが

始まったのは 1977年。救急㘧ⴕの᧦件はパイロット㧞人乗りで、それぞれ⸘器㘧ⴕの⾗ᩰ

を᦭するということでした。 

 それから 30年余りたった⃻在、カナダ全体で拠ὐ 13ヵ所。予備ᯏを含めて 20ᯏのヘリ

コプターが㘧んでおります。ㆇ⥶するのはヘリコプター会␠㧠␠です。 

 救急事ᬺの形態は、基ᧄ⊛にはアメリカと変わりません。∛㒮を拠ὐとして、ハイウェ

イの事故その他の救急事態に対応します。夜㑆も㘧びます。⸘器㘧ⴕもします。㧠␠のひ

とつ STARSは夜㑆暗ⷞⵝ⟎㧔NVG)も使い始めました。 

 これまでの㘧ⴕ時㑆は✚⸘およそ 23万時㑆と推定されます。この㑆、一度もᱫ亡事故は

ありません。2008年に㧝件の事故がありましたが、ᱫ⠪は出ていません。 

 ヘリコプターのㆇ⥶⾌は公⊛⾗㊄でまかなわれています。したがってアメリカのような

料㊄回収の⧰労がありません。契⚂は州政府の厚↢⋭が入ᧅによって᳿定します。 

 

㧠州 13拠ὐで実施 
 カナダのヘリコプター救急は上ㅀのとおり1977年オンタリオ州トロントでベル212双⊒

ヘリコプター㧔ᮡḰ 15席㧕によって始まりました。ᰴいで 1985年アルバータ州カルガリ

ーで STARS が BK117㧔10 席㧕のㆇ⥶を㐿始、1996 年にはブリティッシュ・コロンビア

州とノヴァスコシア州でも始まりました。 

 こうして⃻在は㧠つの州で、㧠␠が救急ヘリコプターをㆇ⥶し、およそ 2,100 万人の人

口をカバーしています。✚人口は⚂ 3,320万人です。 

 そこで州ごとの⃻⁁を⷗てゆきます。オンタリオ州では拠ὐ㧣ヵ所で 11ᯏのシコルスキ

ーS-76Aが㘧んでおります。ㆇ⥶㐿始から最ㄭまでに 17万時㑆を㘧び、ᱫ亡事故はありま

せん。出動の 35㧑は夜㑆で、25㧑が⸘器㘧ⴕです。2010年からは S-76A㧔14席㧕に代わ

って、AW139㧔14席㧕が 10ᯏ導入される予定です。 

 アルバータ州では拠ὐ㧟ヵ所で㧡ᯏの BK117が㘧んでおります。1985年以᧪ 25,000時

㑆を㘧び、ᱫ亡事故はありません。夜㑆㘧ⴕは 40㧑、⸘器㘧ⴕは㧝㧑以下です。2009年か



ら㧟ᯏの AW139が BK117の⵬強のために導入され始めました。 

 ⷏ᶏ岸のブリティッシュ・コロンビア州は拠ὐ㧞ヵ所で S-76Aが㧞ᯏとベル 222㧔10席㧕

が㧝ᯏ㘧んでおります。1996年以᧪の㘧ⴕは 25,000時㑆を⿥え、ᱫ亡事故はありません。

夜㑆㘧ⴕは 45㧑、⸘器㘧ⴕは 25㧑⒟度です。 

 ᧲ᶏ岸のノヴァスコシア州は拠ὐ㧝ヵ所、S-76Aが㧝ᯏ㘧んでいます。1996年以᧪ 9,000

時㑆ほど㘧んで、ᱫ亡事故はありません。夜㑆㘧ⴕは 35㧑、⸘器㘧ⴕもおよそ 35㧑です。 

 以上を一⴫にすると下のようになります。このほか、これらの定常⊛な救急㘧ⴕを⵬う

ために、必ⷐに応じて他␠のヘリコプターを⥃時にチャーターして救急㘧ⴕに充てること

もあります。この場合は安全を⠨慮して昼㑆の㘧ⴕに㒢定し、また余り㆙㓒の地まで㘧ば

ないようにしております。 

 

州 㐿始年 拠ὐ数 使↪ᯏ 㘧ⴕ時㑆 夜㑆㘧ⴕ ⸘器㘧ⴕ 

オンタリオ 1977 7 S-76A×11 170,000 35% 25% 

アルバータ 1985 3 BK117×㧡 25,000 40% 㧝㧑ᧂḩ 

ブリティッシュ・ 

コロンビア 
1996 2 

S-76A×㧞 

ベル 222 
25,000 45% 25% 

ノヴァスコシア 1996 1 S-76A 9,000 35% 35% 

〔ᵈ〕㘧ⴕ時㑆は事ᬺ⊒⿷以᧪の⚥⸘ 

 

医≮クルーの⸠✵ 
 救急ヘリコプターに乗りこむ医≮クルーは、オンタリオ州とブリティッシュ・コロンビ

ア州がパラメディック㧞人、アルバータ州とノヴァスコシア州がパラメディックとフライ

トナースです。しかし、救急患⠪の内容によって変わることもあります。 

 医≮クルーの⸠✵は、パラメディックの場合、乗務のための基␆⊛な事㗄、ᯏ内での任

務、✕急時の対応、Ფ日のブリーフィングなど。さらにホバリングしながら外へ出る⸠✵

もおこないます。完全な⌕㒽ができない場所で外へ出なければならないようなこともある

からです。 

 またパイロットなどのㆇ⥶クルーも含めて、山の中のサバイバル⸠✵や᳓中からの⣕出

⸠✵もします。 

 ⸠✵のためにはシミュレーターも使います。 

 

 

出動指令 
 以上のような救急ヘリコプターに出動ⷐ⺧を出すのは、各地の指令センターです。救急

㔚⹤の受付け拠ὐには医師も待ᯏしていて、㔚⹤を受けた⡯員が判定できないときは医師

と⋧⺣し、ヘリコプターに出動ⷐ⺧を出すか出さないかを᳿めます。 

 㔚⹤を受ける⡯員は判定のための⸠✵を受けており、指␜書を持っていて、それにした

がって判断します。指␜書にはヘリコプター、㘧ⴕᯏ、救急ゞなどのいずれを出動させる

か、判定の仕方が書いてあります。⃻場到⌕までの時㑆や傷∛の⒟度などを勘᩺して判定

するわけですが、そうした基Ḱに合わないような事᩺のときは医師に⋧⺣し、最⚳⊛な判



断を下します。 

 

ᴺⷙと⸠✵ 
 ᰴにᴺ⊛なᨒ⚵みですが、᳇⽎᧦件や夜㑆の᦭ⷞ⇇㘧ⴕ᧦件はカナダ⥶ⓨᴺに定められ

たとおりです。⸘器㘧ⴕはパイロット単⁛でも可⢻ですが、救急㘧ⴕでは⹺められません。 

 また夜㑆暗ⷞⵝ⟎㧔NVG)の使↪は、STARS␠が始めたばかりですが、㓚害‛の上ⓨ 1,000

フィート以上、ⷞ⒟㧟マイル以上という᦭ⷞ⇇᧦件に㒢っております。ただし山㑆ㇱの㘧

ⴕはⷞ⒟㧡マイル以上です。 

 パイロットは NVGの⸠✵を受ける必ⷐがあります。基␆⊛な⻠⟵を受けたのち、㧟時㑆

の実㘧ⴕ⸠✵を受けます。さらに上⚖の NVGパイロットになるには 35回の㔌⌕㒽⸠✵と

山㑆ㇱでの㘧ⴕ⸠✵をおこない、上⚖⺖⒟の⻠⟵も受けます。 

 われわれはカナダ⥶ⓨᴺと州当局の実施᧦件を厳ᩰに守って仕事をしております。州当

局の᧦件の中にはシミュレーター⸠✵も含まれております。そして最低 2,000㨪3,000時㑆

の㘧ⴕ⚻㛎㧔州によって⇣なる㧕、1,000 時㑆のᯏ㐳⚻㛎、100 時㑆の当⹥ᯏ⒳⚻㛎、定ᦼ

事ᬺ↪操❑士の⾗ᩰ、⸘器㘧ⴕ⾗ᩰ、夜㑆㘧ⴕの⸠✵⚳了、り体ᬌᩏ合ᩰ⸽などがⷐ᳞さ

れます。また᳓中でのサバイバル⸠✵も必ⷐです。 

 副操❑士は最低㘧ⴕ⚻㛎 500 時㑆ですが、夜㑆㘧ⴕ⸠✵を⚳了し、⸘器㘧ⴕの⾗ᩰを持

っていなければなりません。 

 ➅り㄰しますが、使↪ᯏは全て双⊒ᯏで、⸘器㘧ⴕⵝ備をしており、パイロットは㧞人

乗務、ᯏ㐳は定ᦼ事ᬺ↪と⸘器㘧ⴕの⾗ᩰを持ち、シミュレーター⸠✵を受けております。 

 またᯏ体はほとんどᩰ⚊庫に⚊め、整備士が常にὐᬌしております。 

 これらの᧦件は、しかし、カナダに㒢ったことではありません。アメリカでも、たとえ

ばニュージャージー州⼊察は、双⊒ヘリコプターS-76B を使い、⸘器㘧ⴕの⾗ᩰを持った

パイロット㧞人が乗り⚵み、ㆇ⥶▤ℂも㧝ヵ所に㓸中しています。そして 1988 年以᧪

35,000時㑆以上の救急㘧ⴕをしていますが、事故は⊝ήです。 

 

安全▤ℂシステム 
 ᰴは、安全▤ℂシステム㧔SMS)を、どのようにして救急㘧ⴕに応↪するかという問㗴で

す。 

 ⥶ⓨの安全は明らかにトップダウンによって始まります。すなわちⷐ員、ᯏ᧚、施⸳、

⸠✵などの内容を᳿めるのは⚵❱のトップです。その基ᧄ方㊎の下に中㑆▤ℂ⡯の人たち

が作ᬺⷐ㗔や判断基Ḱを定めます。⃻場の⡯員は、これらの基Ḱに従って仕事をㅴめ、 

「Go or No‐Go」の判定をします。 

 上に┙つ⠪は、安全にかかわる⃻場からの報告に⡊を傾け、些⚦なことにもきちんと対

応し、⟏則を⑼してはなりません。些⚦な問㗴に対応することが大事故の予㒐になります。

というのは、ここで一度、処ℂの前例をつくっておけば、ᰴに同じようなことが⿠こるの

を予㒐したり、⃻場の⡯員だけで対応できるようになるからです。 

 このⓍみ㊀ねがᮡḰ作ᬺⷐ㗔㧔SOP)や方㊎になってゆくわけです。 

㧔ⷐ⚂㧦⷏川 ᷤ㧕 

 



 

カナダのヘリコプター救急拠ὐ 

 


